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1  1  沿沿 革革

■ 設 立：平成14年９月

■ 組合員数：１６名

☆ ITC資格に加え、税理士、中小企業診断士、情報処理技術者、

ISO・ﾌﾟﾗｲｼｰﾏｰｸ審査員など多彩なメンバーで構成

■ 所 在 地：〒755-0044

宇部市新町１２－１ （株式会社 常盤商会内）

■ 代 表 者：石田 豊 事務局代表者：植村 育夫

■ 連 絡 先：TEL 0836-32-2377       FAX 0836-32-2328

URL：http://www.siy.co.jp/itc/

E-Mail：itcy-info@siy.co.jp

＝ ＩＴＣＹ ＝＝＝ ＩＴＣＹＩＴＣＹ ＝＝



2  2  活動内容活動内容

■ 平成17 年度

□ IT経営応援隊関連事業

・観光フォーラム：越後湯沢温泉組合事例紹介他３回

・経営成熟度診断：８社

□ 経営者研修会 ‥‥ 山口銀行、西京銀行 他

□ 個別企業コンサルティング ‥‥ 専門家派遣等

■ 平成18 年度計画

□ IT経営応援隊関連事業

・運輸業、観光業 IT利活用セミナー

・経営成熟度診断：５社

□ 経営者研修会 ‥‥ 金融機関連携

□ 個別企業コンサルティング ‥‥ 山口発モデル企業の輩出

組
合
員
研
修
会

（毎
月

１
回
）

組
合
員
研
修
会

（毎
月

１
回
）

＝ ＩＴＣＹ ＝＝＝ ＩＴＣＹＩＴＣＹ ＝＝



33--11 H18_H18_金融機関との連携状況金融機関との連携状況

＝ ＩＴＣＹ ＝＝＝ ＩＴＣＹＩＴＣＹ ＝＝

平成18年5月29日
ＩＴコーディネータやまぐち協同組合

セミナーの目的は

戦略経営を推進する経営者育成戦略経営を推進する経営者育成

①経営課題を認識する能力

②経営革新を推進する能力
③マネジメント（経営管理）能力
④戦略的ＩＴ活用能力

戦
略
的
経
営
者

戦
略
的
経
営
者

自ら経営戦略を立案し

経営革新を実践する経営者

主催：やまぐちＩＴ経営応援隊（山口県他）
後援：ちゅうごくＩＴ経営応援隊、中国経済産業局
協力：中小企業金融公庫下関支店



33--22 H18_H18_金融機関との連携状況金融機関との連携状況

＝ ＩＴＣＹ ＝＝＝ ＩＴＣＹＩＴＣＹ ＝＝

中小公庫下関支店 「経営革新セミナー」の概要

実施時期 平成１８年７月１４日１０時～１５日１６時まで（１泊２日）

（会場：山口県セミナーパーク）

平成１８年７月２９日１３時～１８時まで

（会場：新山口駅周辺ホテル）

参加予定者数 ２０社（２５名程度）

セミナー内容 １日目：支店長挨拶、SWOT分析と経営革新テーマ選定
２日目：経営戦略企画書、ＩＴ戦略企画書作成

３日目：自社の経営戦略、ＩＴ戦略の発表

（３日目終了後懇親会開催）

受講者参加費 5,000円（教材費、コーヒー代）

セミナー終了後、専門家派遣等を活用し３社セミナー終了後、専門家派遣等を活用し３社

人材育成等個別コンサル２社人材育成等個別コンサル２社
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＝ ＩＴＣＹ ＝＝＝ ＩＴＣＹＩＴＣＹ ＝＝

中小公庫下関支店

【担当窓口】
板野調査役
電話：0832-23-2251
ＦＡＸ：0832-34-1447
E-mail：itano.t@jasme.go.jp

ＩＴＣＹ（ITCやまぐち協同組合）

【担当窓口】
谷口理事
電話：0833-74-0128
ＦＡＸ：0833-72-1161
E-mail：tani@b-soltec.co.jp

【組織内情報共有】

理事会

例 会

定
期
的
な
連
絡
会
の
開
催



 
 

中小企業金融公庫お取引先企業様 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

                     主催：やまぐちＩＴ経営応援隊（山口県他） 
                     後援：ちゅうごくＩＴ経営応援隊、中国経済産業局 
                     協力：中小企業金融公庫下関支店 

中小公庫下関友の会 
                        アイティコーディネータやまぐち協同組合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
           （略称：ＩＴＣ） 

本格的な情報革命を迎え、企業が経営革新に取り組む際、「経営とＩＴの橋渡し」役を担ったコンサルタントです。これは、

1999 年 6 月の通商産業省（現経済産業省）産業構造審議会情報産業部会の提言に基づき創設された資格制度で、政府の

ｅ-JAPAN 重点計画において育成を目指しているＩＴのプロフェッショナルです。 〔IT コーディネータ協会 URL：www.itc.or.jp〕 

IT コーディネータとは 

セミナーの目的は 
戦戦略略経経営営をを推推進進すするる経経営営者者育育成成  

① 経営課題を認識する能力 
② 経営革新を推進する能力 
③ マネジメント（経営管理）能力 
④ 戦略的ＩＴ活用能力 

戦戦
略略
的的
経経
営営
者者

自ら経営戦略を立案し 
経営革新を実践する経営者  

セセミミナナーーのの特特徴徴  

①①参参加加者者はは実実際際のの AABBCC 商商事事のの経経営営幹幹部部ににななっったたつつももりりでで（（疑疑似似体体験験））課課題題のの    

  解解決決ににチチーームムでで取取りり組組みみまますす。。（（数数名名１１組組ののワワーーククシショョッッププをを中中心心にに進進行行））  

②②課課題題はは６６つつ用用意意ししまますす  

    １１．．ププロロジジェェククトトのの立立上上げげ      ２２．．事事業業環環境境分分析析とと改改善善革革新新テテーーママのの選選定定  

    ３３．．ビビジジネネススモモデデルルのの作作成成とと収収益益性性のの確確認認    ４４．．評評価価指指標標とと目目標標値値のの設設定定  

    ５５．．経経営営戦戦略略企企画画書書のの作作成成とと発発表表→→提提案案能能力力・・企企画画書書のの作作成成能能力力  

    ６６．．IITT 戦戦略略のの立立案案・・IITT 戦戦略略テテーーママとと IITT 導導入入アアククシショョンンププラランンのの設設定定  

③③チチーームム全全員員ががリリーーダダーー・・記記録録者者・・発発表表者者をを順順にに体体験験ししまますす  

        →→リリーーダダーーシシッッププ・・ププレレゼゼンンテテーーシショョンン能能力力・・ＰＰＰＰＴＴのの活活用用能能力力のの向向上上  

④④IITTCC にによよるる説説明明→→ググルルーーププ討討議議→→発発表表→→全全体体討討議議→→IITTCC にによよるる解解説説  

        →→気気づづきき・・全全員員のの合合意意形形成成・・企企業業文文化化のの醸醸成成  

⑤⑤IITTCC にによよるる説説明明とと解解説説のの中中でで、、経経営営者者ととししててのの視視点点・・考考ええ方方とと各各種種ママネネジジメメンン  

            トト手手法法がが自自然然にに習習得得ででききまますす。。  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【募集要項】 
■ 対 象 者     ■ 経営者又は情報化責任者（可能な限り３日間通して参加してください。） 
■ 募集定員 ■ ２５名：定員になり次第、締め切らせていただきます。締切：７月７日（金） 
       （参加確定社には後日、事前に連絡をします） 
■ 申し込み ■ 下記の申し込み用紙に必要事項をご記入の上、ＦＡＸ又はメールにて、下記事務局まで 

お申込みください。 
■ 窓 口 ■ アイティコーディネータやまぐち協同組合事務局 （株式会社 常盤商会 内） 
        FAX（０８３６）３２－２３２８   E-mail ：itcy-info@siy.co.jp  

TEL（０８３６）３２－２３７７ 
■ 参 加 料     ■ 参加料：テキスト代 ５，０００円（左記以外にセミナーパーク宿泊費等が必要となります。 
         なお、中小公庫下関友の会会員は、テキスト代は無料です。）           
■ 講  師 ■ アイティコーディネータやまぐち協同組合所属・ＩＴコーディネータ 
                      
７月１４日（金）から開催される「経営革新セミナー」に、参加を申し込みます。 

 
FAX番号（０８３６）３２－２３２８        アイティコーデネータやまぐち協同組合 行き 
事業所名  従業員数    名 所在地  

TEL（    ） － FAX（    ） － ｅ-mail 

（            ） 

（            ） 参加者氏名（役職名） 

（            ） 

 

研 

修 

の 

概 

要 

【開催日時】 1日目 平成18年７月１４日（金） １０：００～２１：００（受付 ９：３０）

        ２日目 平成 18年７月１５日（土）  ９：００～１７：００（解散１７：３０）
  ３日目 平成 18 年７月２９日（土） １３：００～１８：００ 
 
【参加募集者数】 ２０社（２５名程度） 
【実施会場】 
１，２日目 山口県セミナーパーク（山口市秋穂二島 1062） 
 ３日目  新山口駅周辺ホテル（予定） 
【セミナー内容】 
１日目：中小公庫支店長挨拶、 

SWOT分析と経営革新テーマ選定 
        ビジネスモデルの作成、収益性確認 

評価指標である KGI、KPIの設定 
   ２日目：経営戦略企画書、ＩＴ戦略企画書 

アクションプランの作成 
   ３日目：自社の経営戦略、ＩＴ戦略の発表（終了後懇親会開催） 



平成18年5月15日
ＩＴコーディネータやまぐち協同組合



contents
【ＩＴＣＹの紹介と提案】
１．ＩＴコーディネータやまぐち（協）の概要と活動実績

２．全体のスキーム（名古屋銀行の事例）

３．企業の発掘（セミナー、経営者研修、成熟度診断）

４．企業の個別相談：専門家派遣のケース

５．コンサルティングおよび情報化投資

【検討および決定事項】
１．ＩＴＣＹの活動紹介に対する質問

２．中小公庫とＩＴＣＹの連携スキームについて（覚書の必要性）

３．中小公庫下関支店 「経営改革編」研修会

４．専門家派遣の進め方について

５．その他



１．ＩＴコーディネータやまぐち（協）の概要と活動実績１．ＩＴコーディネータやまぐち（協）の概要と活動実績

１．１ 沿革

設立：平成14年9月26日
組合員数：16名
所在地〒755-0044 山口県宇部市新町12-1 （株式会社常盤紹介内）
代表者氏名：石田 豊 事務局代表者：植村 育夫

連絡先：TEL 0836-32-2377 FAX 0836-32-2328   

１．２ 平成１７年度の活動実績

ＩＴ経営応援隊関連セミナー事業（越後湯沢温泉組合事例紹介他４回）

ＩＰＡ経営者研修事業（山銀ベンチャーフォーラム他３回）

個別コンサルティング（経営成熟度診断８件、専門家派遣等）

組合員研修（ＩＴＣカンファレンス参加、毎月の例会での研修）

１．３ 平成１８年度の活動方針

ＩＴ経営応援隊、金融機関との更なる連携

ＩＴ経営モデル企業の創出
詳しくは、ＩＴコーディネータやまぐち「新組合員加入マ
ニュアル」「平成１８年度の活動方針」「ＩＴＣ紹介｣「自治
体事例」を参照願います。



計画書策定
経営者研修会
ＩＴ化事例
発表会
参加企業

計画書策定
コンサル
ティング

ＩＴ投資
コンサル
ティング

ＩＴ活用型
経営革新
モデル事業

他社のＩＴ投資
事例等の情報収集

ＩＴ化実施計画の
策定

情報化の実施と
効果の定期的確認

ＩＴＳＳＰ事業

中小企業事業団
ＩＴアドバイザー
派遣事業

ＩＴ活用型業務
改善パッケージ

名古屋銀行 名古屋ソフトウェアセンター
リレーションバンキング
実績となります

企業のご推薦 ＩＴＳＳＰ事業の推進

ＩＴ投資
１／２
助成金

専門家
派遣費用
の２／３
助成

ＩＴ活用型
コンサル
ティング

資金需要

２．全体のスキーム（名古屋銀行の事例）２．全体のスキーム（名古屋銀行の事例）



計画書策定
経営者研修会
セミナー・
成熟度診断
参加企業

計画書策定
コンサル
ティング

ＩＴ投資
コンサル
ティング
（ＲＦＰ作成
効果測定）

中小企業
戦略的ＩＴ化
促進事業

企業の発掘
企業の個別相談
専門家派遣

コンサルティング
情報化投資

ＩＴ経営応援隊事業

中小企業基盤
整備機構
ＩＴアドバイザー
派遣事業

ＩＴ活用型業務
改善パッケージ

２．１ 中小公庫下関支店とＩＴＣＹの連携スキーム

中小公庫下関支店 ＩＴＣＹ（ITCやまぐち協同組合）

企業のご推薦 ＩＴ経営応援隊事業の推進

ＩＴ投資
１／２
助成金

専門家
派遣費用
の２／３
助成

ＩＴ活用型
コンサル
ティング

資金需要



２．２ 中小公庫下関支店とＩＴＣＹの連携体制

中小公庫下関支店 ＩＴＣＹ（ITCやまぐち協同組合）

【担当窓口】
板野調査役
電話：0832-23-2251
ＦＡＸ：0832-34-1447
E-mail：itano.t@jasme.go.jp

【担当窓口】
谷口理事
電話：0833-74-0128
ＦＡＸ：0833-72-1161
E-mail：tani@b-soltec.co.jp

【組織内情報共有】

理事会

例 会

※ 事業の進め方に関する「覚書（案）」を準備しています。

定
期
的
な
連
絡
会
の
開
催



これ以下のケースで
は、コンサルティング
費用の捻出、円滑な
情報化投資は難しい経常黒字、自己資本比率+経営状況

リース空け（融資完済）が近い

前回システム投資が失敗もしくは不満足

システム企画専任者がいない

LANやインターネットなど全社的な情報共有が未
整備

ＩＴ環境他

（年商）1０億円以上売 上 高

３０人以上従業員規模

製造業、観光関連業、運送業

（ＩＴ化が売上やコスト削減、「見える化」による経営
革新効果が顕著に発揮できるケースが多い。）

業 種

２．３ ＩＴコーディネータやまぐちターゲット企業フェース

※ 上記に満たない企業の支援はしない、ということではありません。



３．企業の発掘（セミナー、経営者研修、成熟度診断）３．企業の発掘（セミナー、経営者研修、成熟度診断）

３．１ 平成１８年度実施セミナー

３．１．１ 運輸業におけるIT 利活用セミナー
実施時期 平成18年10月（予定）
実施予定会場 山口県トラック協会

参加予定者数 ２０人
セミナー内容 活動基準原価計算の手法を学び、輸送効率の向上

のための一助とする。

３．１．２ 湯本温泉におけるIT 利活用セミナー
実施時期 平成18年 8月（予定）
実施予定会場 湯本温泉旅館組合

参加予定者数 ２０名

セミナー内容 観光業界の全国他地域での成功事例を学び、

県内各地での取り組みを支援する



３．企業の発掘（セミナー、経営者研修、成熟度診断）３．企業の発掘（セミナー、経営者研修、成熟度診断）

３．２ 平成１８年度実施経営者研修

３．２．１ 湯本温泉旅館組合青年部向け経営戦略立案研修会

実施時期 平成18年 8月（予定）
実施予定会場 湯本温泉旅館組合

参加予定者数 ２０名

セミナー内容 ３日間の経営者向け研修会を通じて経営革新

の手法を学び、自館及び地域のグランドデザイ

ンを描く。



３．企業の発掘（セミナー、経営者研修、成熟度診断）３．企業の発掘（セミナー、経営者研修、成熟度診断）

３．２ 平成１８年度実施経営者研修

３．２．２ 中小公庫下関支店 「経営改革編」研修会

実施時期 平成18年７月１２日、１９日、２６日、 ８月２日
（毎週水曜日13時～19時 ６時間 ４日間）

参加予定者数 １０社～１５社（２０名程度）

実施予定会場 新山口駅周辺（山口グランドホテル）

セミナー内容 １日目：支店長挨拶、SWOT分析と改革テーマ選定
２日目：ビジネスモデルの作成、KGI、KPIの設定
３日目：経営戦略企画書、ＩＴ戦略企画書作成

４日目：自社の経営戦略、ＩＴ戦略の発表

（４日目終了後懇親会開催）

受講者参加費 5,000円（教材費、コーヒー代）
セミナー終了後、専門家派遣等を活用し３社セミナー終了後、専門家派遣等を活用し３社

人材育成等個別コンサル２社人材育成等個別コンサル２社

「募集案内」を参照願います。

日程等は仮置きです。



ＩＴ経営の推進

情報経済時代
の生き残り策

IT経営とは、経営改革・業務改革をIT活用により実現することです

社長の思い・経営ビジョン

外部環境分析 内部環境分析

事業機会

事業脅威

強み

弱み

ＳＷＯＴ分析

環境
変化

企業の
成熟度

重要成功要因（経営課題）

経営戦略立案

経営改革企画・ＩＴ戦略立案

アクションプラン
（経営改革実施計画書）

経営改革・業務改革

ＩＴ利活用

戦略的経営

「経営改革編」研修会の概要

マネジメントシステム
ＰＤＣＡサイクルの確立

c IT Coordinators Association                                    7



「経営改革編」研修会の進め方と狙い

①参加者は実際のABC商事の経営幹部になったつもりで（疑似体験）課題の
解決にチームで取り組みます→チームワーク・グループ討議による合意形成

気づき・コミュニケーション・ネゴシエーション
②課題は６つ用意します
１．プロジェクトの立上げ
２．事業環境分析と改善改革テーマの選定
３．ビジネスモデルの作成と収益性の確認
４．評価指標と目標値の設定
５．経営戦略企画書の作成と発表→提案能力・企画書の作成能力
６．IT戦略の立案・IT戦略テーマとIT導入アクションプランの設定

③各課題ごとにグループメンバー内でリーダー・記録者・発表者をきめます
（チーム全員がリーダー・記録者・発表者を順に体験します）

→リーダーシップ・プレゼンテーション能力・ＰＰＴの活用能力
④ITCによる説明→グループ討議→発表→全体討議→ITCによる解説

→気づき・全員の合意形成・企業文化の醸成
⑤ITCによる説明と解説の中で、経営者としての視点・考え方と各種マネジメン
ト手法が自然に習得できるように工夫します

→マネジメント手法・マネジメント能力
c IT Coordinators Association                                    9



「経営改革編」研修会のスケジュール

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

１．オリエンテーション
２．経営戦略とは
ケース企業の理解
３．課題１
プロジェクトの立上げ
４．グループ討議

５．発表資料つくり

６．発表・質問
７．全体討議・解説

８．事業ドメイン
業界特性分析
ＳＷＯＴ分析
９．課題２
事業環境分析と
改善改革テーマの選定
１０．グループ討議

１１．発表資料つくり

１２．発表・質問
１３．全体討議・解説

１４．本日のまとめ

１日目 ２日目 ３日目 ４日目

１．バランス・スコアカード
２．企業の成熟度
３．課題３
ビジネスモデルの作成
と収益性の確認
４．グループ討議

５．発表資料つくり

６．発表・質問
７．全体討議・解説

８．モニタリング
９．チェンジマネジメント
１０．課題４
評価指標と目標値の
設定
１１．グループ討議

１２．発表資料つくり

１３．発表・質問
１４．全体討議・解説

１５．本日のまとめ

１．プレゼンテーション
２．課題５
経営戦略企画書
の作成と発表
３．グループ討議

４．発表資料つくり

５．発表・質問
６．全体討議

７．情報技術の動向
８．経営改革企画と
ＩＴ戦略企画
９．課題６
ＩＴ戦略の立案
IT戦略テーマと
IT導入アクションプラン
の設定
１０．グループ討議

１１．発表資料つくり

１２．発表・質問
１３．全体討議・解説
１４．本日のまとめ

１．自社の経営戦略企
画・ＩＴ戦略企画

２．自社の経営戦略企
画書・ＩＴ戦略企画書
の作成
（個人作業）

３．発表・質問

４．全体討議・解説

５．全体のまとめ
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「IPA報告書」を参照願います。



３．企業の発掘（セミナー、経営者研修、成熟度診断）３．企業の発掘（セミナー、経営者研修、成熟度診断）

３．２ 平成１８年度実施経営者研修

３．２．２ 中小公庫下関支店 「経営改革編」研修会の参加企業を募るにあたって

中小公庫スタッフの皆さんへの事前研修の実施について中小公庫スタッフの皆さんへの事前研修の実施について

実施時期 平成18年６月 日（午後13時～１５時）
参加予定者数 自由

実施予定会場 中小公庫下関支店

セミナー内容 １時間：事前研修の目的（中小公庫さんから）

ＩＴＣおよびＩＴＣＹの活動内容

２時間：経営者研修「経営改革編」の概要と成果物

１時間：質疑応答

受講者参加費 無料

その他、関心のあるテーマがありましたら講師等を手配します。

実施有無、日程等は
仮置きです。



３．企業の発掘（セミナー、経営者研修、成熟度診断）３．企業の発掘（セミナー、経営者研修、成熟度診断）

３．３ 平成１８年度実施成熟度診断

個別企業ＩＴ 成熟度診断事業（５社）

【予定対象企業】

○ 運輸業 １社

○ 湯本温泉旅館組合青年部 ２社

○ 中小公庫下関支店 ２社

詳しくは、成熟度診断報告書を参照願います。



４．企業の個別相談：専門家派遣のケース４．企業の個別相談：専門家派遣のケース

４．１ 専門家派遣フローおよび役割

相談企業 中小公庫 ＩＴＣＹ

①専門家への打診合意 ②企業ニーズ･支援方向の合意

④企業訪問の日程調整③専門家を紹介・相談合意

⑤企業訪問：・専門家のマッチングおよび・支援方向性の合意

⑥-1 専門家派遣申込み ⑥-2 支援計画作成

⑦ＩＴＣＹによる企業支援開始

⑥-2 支援計画は、事例を参照願います。



５．コンサルティングおよび情報化投資５．コンサルティングおよび情報化投資

５．１ ＲＦＰ作成支援

５．１．１ ＲＦＰ作成の目的

ＲＦＰとは、必要とするハードウェアやソフトウェア、サービスなどのシステムの概要や、
依頼事項、保証用件、契約事項などが記述した文書。ベンダはこれをもとに提案書を作
成する。ユーザは複数のベンダの提案書を評価表で基準に従い評価し、最も優れた提
案内容のベンダと契約を締結、ハードウェアやソフトウェア等を調達する。

これまで情報システム業界では、口約束やあいまいな発注による開発現場の混乱や
紛争の発生、納期の遅れやシステム障害などに悩まされてきた。RFPにより調達条件
や契約内容を明らかにしておくことで、こうした混乱を未然に防ぎ、高品質･低価格な調
達が可能となる。

５．１．２ ＩＴＣＹの役割

○ＲＦＰ作成支援：ひながた提供、記載内容に対するアドバイス

（ＩＴＣＹが作成を受託する場合は、１件につき３０万円の費用が必要となります。）

○ベンダーへのＲＦＰ配付支援

該当するベンダーの洗い出しおよび絞込みのアドバイス

○ベンダー選定支援

ベンダの提案書に対する評価表および評価基準の提供、参加ベンダへの連絡方法

詳しくは、ＲＦＰ事例を参照願います。



５．コンサルティングおよび情報化投資５．コンサルティングおよび情報化投資

５．２ 中小企業戦略的ＩＴ化促進事業応募支援

５．２．１ 補助事業応募支援の目的

経済産業省が実施する標記の事業のほか、山口県では経営革新計画の承
認を受けた企業を対象に「中小企業成長育成支援補助金」を実施し、中小企
業のＩＴ化を支援している。

こうした事業に応募することで、実施目的が明確となり、より高い投資効果を
期待することができる。

５．２．２ ＩＴＣＹの役割

○補助事業情報の提供

○申請書記入に対するアドバイス

（ＩＴＣＹが作成を代行する場合は、１件につき３０万円の費用が必要となります。）

詳しくは、申請書事例を参照願います。



５．コンサルティングおよび情報化投資５．コンサルティングおよび情報化投資

５．３ 情報化投資支援

５．３．１ 情報化投資支援の目的

情報化投資は、経営改革と並行して行なわなければ大きな成果は得られま
せん。また、社内の通常業務を進めながらシステムを切り替えるには現場に多
大な負荷が生じるほか、情報化投資には多額の資金調達が必要となり、これ
らを統括するプロジェクトとして進める必要があります。

５．３．２ ＩＴＣＹの役割

○ベンダーとの契約：曖昧なまま発注しては、納期や品質面でトラブルが生じ
た際、責任の所在が不明確となります。こうした事態を避けるため、 JISA
のモデル契約書をベースに契約内容のアドバイスをします。

○プロジェクト管理：ベンダから提出された開発計画およびレビュー計画や成果物を
チェックし、開発が計画通り進むように支援します。

○機能の評価・検証：基本設計書、仕様書どおりのシステムが構築されているかの動
作確認、ブラックボックステスト。また、経営改革目標の達成状況の評価･検証を行
う。

詳しくは、ベンダー契約事例を参照願います。


